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ろ、両得点には図 1 に示すような負の相関（rs=－.517, 
p<.05）が確認された。つまり、アレキシサイミア傾向が
高いアスリートほど、競技場面においても心身のセルフ・
モニタリングに問題を抱えている可能性が示唆された。 
 
【結論】実力発揮が困難なアスリートは、試合時のネガテ
ィブな不安感情や身体的・情動的変化（緊張など）が未分
化なまま体験されるというアレキシサイミアの特徴から、
パフォーマンスの混乱に至りやすいものと考えられる。 
 
HP群 LP群
n=8 n=14
アレキシサイミア傾向
（総合得点）
39.75
（±4.78）
43.71
（±3.36） p<.05
感情同定困難
Difficulty identifying feelings
13.38
（±3.70）
16.50
（±2.21） p<.05
感情言語化困難
Difficulty describing feelings
8.50
（±2.67）
8.50
（2.07） n.s.
外的思考
Externally oriented thinking
17.875
（±1.36）
18.71
（±2.49） n.s.
Welch's
t test
表１ アレキシサイミア傾向及び各因子の平均と標準偏差
図１スポーツ・セルフモニタリングとの関係 
P−23
